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    市当局  ★司会進行 
         ★配布資料の確認 
         ★委員交代報告(男女共同参画委員浅田委員→鵜野委員)及び紹介 
         ★人事異動による職員紹介 
         

  
北田会長  挨拶 

         「みなさんおはようございます。となみ野の山野にも緑がよみがえり、さわやか

な新緑の季節を迎えました。２回目の総合計画審議会ということで、ご案内を

させていただいたところ、皆さん方には万障繰り合わせてご出席いただき本当

にありがとうございました。ただいま事務局から説明いたしましたとおり機構

改革や、３月定例議会、そして人事異動等ともございまして、２回目の会合を

開くことが遅れましたことにつきまして、冒頭からお詫びを申し上げておきた

いと思います。今日は基本構想の概略の方向付けが出てきたようでございます

ので、またいろいろなご意見をいただければと思っておりますのでよろしくお

願いします。」 
 
     会長  「それでは早速でございますが、清都助役さんもご列席でございますので、ご挨

拶をいただきたいと思います。」 
 
     助役  「みなさんおはようございます。市内の田植えもほとんど一段落したようでござ

いまして、さわやかな新緑の季節に入ったわけでございます。みなさん方には

ご多用の中お集まりを頂き厚くお礼申し上げます。組織の関係で新しく鵜野さ

んが委員にご新任されました。またよろしくお願いします。私どものほうも今

回の４月の異動で一部担当が替わっておりますので、よろしくお願い申し上げ

たいと思います。北田会長からもお話がございましたが、去る１月１７日に第

１回のこの会合を開催せていただきましたが、基本構想の案的なもの、提案的

なものを皆様方にお話し申し上げたと思っております。これはこれからみなさ

んにご意見を頂きたいわけですが、国調の結果は８月ぐらいでないとはっきり

しないわけですが、人口問題をどう推測するかと、あるいはまた、いわゆる将

来構想の表現の仕方、私どももいろいろと、検討しているわけでございますが、

委員の皆さん方の意見もいただきたいと思っております。また、基本計画につ

きましては、私どもは去る５月１６日に庁内でいろいろ意見交換もいたしたと

ころでございまして、どういうふうな進め方をしていくかということを主体に、

今日はみなさんの資料のなかに多少の例示といいますか、そういうものも示さ

せて頂いたところでございまして、それについても皆さんの意見を頂きたいと

思っております。私もいろいろな会合に出させていただきますと、総合計画に

対する期待というものは非常に大きいということを実感いたしております。そ

ういう責任感の中で一生懸命努力させていただいておりますが、ぜひみなさん

方と一緒にこの計画策定をしっかり着実に進めさせていただき、南砺市の将来

について、みんなで思いをひとつにして地域づくりを進めていただけるようお



願いいたします。」 
 

会長  「どうもありがとうございました。議事に入る先に、 初に第１回の審議会の会

議録の内容について、情報開示することになっておりますので、その会議録の

内容に関して意見と違うということがございましたら、この場でご発言をいた

だきたいと思います。」 
（暫く発言を待つ） 
「特に無いようでしたら、確認いただいたということで、結構でしょうか。」 
（異議なし） 
「それでは早速ではございますが、議事に入らせていただきます。みなさん方の

お手元に総合計画の基本構想案について事務局からご説明をいただきます。」 
 

事務局   ★総合計画基本構想素案（ページ構成のイメージ）について 
        ★施策の基本方向（キャッチコピー）について 

 ★将来人口について（国勢調査との関係）について 
 ★基本計画の構成について 

 
会長  「まず、総合計画でございますが、基本構想の概略のものが出てきました。以前

のものとずいぶん趣が違ってくるのかなと思いますが、そうした点をお願いい

たしたいと思います。南砺市がスタートしたときに『自然、文化、交流が織り

なす創造とやすらぎの南砺市』というキャッチフレーズでスタートしたんです

が、名前が少々長いのではないかという話もあるようでございます。もっと簡

潔にすればよいとか、これくらいはぜひ必要であるというようなご意見があれ

ば、旧の町村のことも参考にしながら、聞かせていただければと思います。」 
 

委員  「たしかに長いなと思います。視覚に伝える短いフレーズのほうがいいような気

がいたします。例えば『緑と文化のかがやく南砺市』。『輝く』をひらがなにす

ると非常に『やまとことば』できれいですね。今日のように新緑がもう輝く、

あるいは文化、伝統芸能、信仰、心の世界、世界遺産まで含めてみんな輝いて

いるという、そういう日本人の肌ざわりのいい、気持ちのいい言葉が『かがや

く』なんですよ。ですから漢字で『緑』、それと『文化』というキーワードで全

部ひっくるめたら『緑と文化 かがやく南砺市』というのはいかがでしょうか。」 
 

会長  「キャッチフレーズでございますので、気楽にご意見があればお聞かせいただけ

ればと思います。これらを含めまして当局で十分議論していただいて、次回は

２つか３つのメニューから、みんなでまた選ばせていただければと思います。」 
 

委員  「結論的には私は違うかもしれませんが、３５市町村のキャッチコピーを拝見し

て、ぱっとみて、あ、これ○○だなとか、そのイメージ、目指す都市のイメー

ジがわかる。他のところは都市の名前を抜かすと、どこのまちかわからない。

南砺市だなと地元の人も当然思えるし、富山県内のほかの地域の方々も、南砺

だなと思うような、キャッチフレーズに出来ないものだろうかなと感じます。」 
 



会長  「非常に端的に南砺市を表現できればどうか、というご意見もあります。そうし

た点も含めて、２つか３つに、英知を絞っていただければと思いますが。」 
        

委員  「今ほどの提案の形で素直でいいと私は感じたんですが、事前にご案内と一緒に

お知らせをいただいておけばいろんなアイデアが出たかもしれませんが、『自然、

文化、交流が織りなす・・・』すばらしいんじゃないかと思いますので、緑も

あれば紅葉もあるかもしれません。いろんなことがありますので、このまま素

直なほうでいいんじゃないかと私は思います。」 
 

委員  「一人ひとりは個人的に感覚が違うので、いろんなことを思いますが、我々日本

人というのは漢字で育っています。そしてカタカナ、ひらがなで情緒を育てて

きたわけです。だから『かな』がいい、『漢字』がいいというのは、やっぱりい

ろいろ場合によって違うわけですよ。でも一番端的にわかりいいのは、文字か

ら受けるイメージは我々日本人ですから、『漢字』のほうが本当は端的にわかり

やすいわけです。読み取るときは、『かな』の方が情緒があるわけです。だから

キャッチフレーズの場合は、『漢字』のほうがわかりやすいかなと。それとその

所が端的にわかるとおっしゃいますが、例えば『散居、散居村』といいますと、

我々はこの辺だと思っていたわけなんですが、富山の向こうにもあり、これは

受け取る人によって場所が違うんですよ。」 
 

会長  「やはり新しい南砺市のスタートとなる基本構想でございますので、ご意見をい

ただきながら、 終的にみんなで決めさせていただきたいと思います。また総

合計画の中に人口の問題が出てきております。８月以降にならないと国勢調査

の 終結果がでてこないようでございまして、やはり将来構想でございますの

で、きちんとした基本構想がないと次のステップへ進めないのではないかと思

います。施策の大綱が１４ページ、１５ページですか、 終ページに書いてあ

るわけでございますが、基本計画についての説明をして下さい。」 
 

事務局   ★基本計画およびその策定に関する事務の進め方について 
        ★南砺ベンチマーク（指標）について 
 

会長  「施策の大綱に見られるとおり、施策の目標として『美しい住みよいまち』『創造

的で元気なまち』『開かれたふれあいのまち』３つのタイトルの下にいろいろと

各部門ごとのつながりがずっと書いてあるわけでございますが、この中のひと

つとして、今、別表で出しております。いろんなこうしたものがずっと繋がっ

てそうした方向づけが、細部に決まっていくというようにお聞きしたわけでご

ざいますが、市がめざす新しい基本構想、こうした案に対してご意見があれば、

お聞かせいただければありがたいなと思います。」 
 

委員  「今の基本計画の策定についての進め方につきましては、少しは理解しているわ

けでございますが、なにぶんにも『新市合併まちづくり計画』にあまりぶれる

ことなく取り組んでいかなければならないかなと思うわけですが、市長が前に

申されておりますように、職員全体で取り組んでいくんだという言葉も受けて



おりますので、今後現実に個々の職員が、どういうふうに関与なさっていかれ

ようとしているのか、現段階でお答えいただければと思います。」 
 

会長  「いずれにしても、基本計画、現在各部署ごとに綿密に積み上げておられる 中

だろうと思いますが、お答えをいただければと思います。」 
 

事務局   「先ほどの規程のなかでもありましたとおり、策定委員長の助役を中心に、ここ

におります各部局長が、７つの柱それぞれにおいて担当します。例えば『自然

にやさしい住みよいまちづくり』のなかで、今日お示ししましたレイアウトの

参考例の『自然環境の保全』ということを考えれば、なんか公害の担当課だけ

がというように思われがちかもしれませんが、この右端の表の中に、環境保全

室とか、それから散居景観の保全ということであれば農村整備課、河川という

ことになりますと、土木の河川の職員も当然このなかにかかわってくるという

ことで、必ずしも公害担当の職員だけじゃなく、この１枚を検討するにも１５

名くらいの課を超えた横断的な組織で検討しております。」 
 

会長  「基本構想のざっくばらんなものをお出ししておりますが、まず、こういうスタ

イルで 終的に基本構想を作り上げたいと言うことが１つ、８月以降の国勢調

査を見ないと将来の人口構想が、しっかりとした基本が出来ないという問題が

１つございます。基本計画の原案の案を作っている 中でございますので、具

体的なものがまだ見えてきておりませんが、そうした方向付けで総合計画を

終的に積み上げたいなというということでございますが、いかがでしょうか。」 
 

委員  「 近のこういう計画というのは数値目標を入れるというのが非常にたいへん大

切なことだというので、数値目標を挙げてあるということでたいへんよろしい

んですが、 終的にはこの上の１枚の紙しかでないとなると、例えばこの例に

挙がっているＢＯＤをどのくらいにすると書いてあるけど、この数値がいった

いどういう意味なのかよくわからない。現状のところには数値は入らないよう

なので、この形だと、果たしてそれが大変なことなのか、簡単に出来ることな

のか、それからどれくらい数字の意味があるのか、というのがよくわからない。

入力シートのほうを見ると現状の数値は入っているし、目標数値もあるんです。

それから理由もあるんですが、例えばそのＢＯＤを何ポイントにするのかとい

うのは、一般的な基準と比べて、高いのか低いのか、南砺というのはものすご

くレベルの高いものをめざしているのか、いや人並みのことをやっているのか、

それとも遅れていて、なんとか人並みになりたいと思っているのか、そういう

何かが少なくても入力シートにはあったらいいと思うし、出すほうの紙ももう

ちょっと説明しないと、せっかく数値は出るんだけれども、どういう意味かよ

くわからないというふうにならないか心配しております。それから今の説明の

中で事業メニューの表のところですが、一番右の協働体制・事業主体には、市

民やＮＰＯと市の課の各課の名前が同列に書いてあるわけですが、少し字体を

変ないと、市民とＮＰＯとなんとか課がやってると。市民とＮＰＯと多分、市

役所なんですね。そのなかの担当課が、なになに課とか、なになに室じゃない

かと思うんで、表現を工夫したほうがいいのかなと思いました。」 



 
会長  「今の意見について試案がありましたら説明いただきたいと思います。」 

 
事務局   「おっしゃるとおりでございますが、ただ職員が取り組む入力シートについては、

現況とかそういった数値は入れていきたいと思います。レイアウトのほうでは

目標値、グラフなど、まだこれから考えなければならないところが多々あるの

で、またご意見をいただければと思います。」 
 

会長  「例えば、この 後のほうに不法投棄の回収量が書いてございます。平成２８年

までに不法投棄の回収量を年間○トンまでに削減するというように書いてあり

ますが、私から言えば不法投棄はゼロにするんだと、こんな数値目標があるの

かなという感じもいたしますが。」 
 

委員  「おっしゃるとおりで、今申し上げようと思っていたんですが、前のページのほ

うでは不法投棄の防止・ＰＲの取組、それから市民のニーズで不法投棄のパト

ロールを徹底する、と書いておきながら 後に２８年まで１０年間で不法投棄

ごみの回収量を年間何トンにまで削減する。これでは何トンまでなら不法投棄

してもよいというような感じがします。これはお書きになるのは二律背反のよ

うな感じがするので、抜いてもらうか、ゼロにしないとちょっとおかしい。」 
 

会長  「いろいろと各部門について、まだまだこんなところがあるかなというように思

います。市民とＮＰＯ、各課の関係は、なにかこの辺は整理できるのかな。」 
 

事務局   「確かにおっしゃるとおりでございまして、今、レイアウトの基本例ということ

で、それらを含めて、不法投棄をゼロにするというのはもちろんでございます

ので、職員が検討しながら、こういったイメージで仕上げていくという１つの

たたき台ということで、見ていただければありがたいなと思います。この担当

する表現方法、ＮＰＯなどが入ってきたりという表現方法も、これは工夫する

余地が十分あるかと思います。今、全職員にまずこういうシートから作ってか

かろうと、作業を始めております。ある程度の雛形を示していかないと、我々

も取り組みにくいなという部分がございますので、委員さんの中にもこんなイ

メージだな、というような意識付けをしていただければ、それでありがたいと

いうふうに考えております。」 
 

会長  「基本計画のスタイルとしては、こういうスタイルにしたいという当局の提案で

ございます。たくさんの方々の目にふれるというように思いますので、できる

だけ見やすいスタイルで進めたいと思いますが。」 
 
委員  「私さっきから感じておったんですけれども、ある程度時間をかけないとだめだ

ろうと思うけど、少しは具体的なものがあってもいいし、いくらかの数字もあ

ってもいいと思う。階段上るんだとか、階段を下りるんだとかいう方向が少し

でもわからないとだめなんですね。やはりそれぞれに字を読んでの判断をする、

その人ひとに個人差が相当あるものだから、プラスの人とマイナスの人とある



ものだから、非常に難しいんじゃないかな。」 
 

会長  「１２月の議会までには、結論を出させていただきたいと思っておりますので、

原案を出しますので。」 
 

委員  「前半の部分のこういうすっきりした簡潔な表現は私大賛成です。もう１つ欲を

言えば、南砺市の匂いみたいなものがちょっと欲しいんですね。言葉だけじゃ

なくて、ワンポイントでいいですから南砺市の市民が“そうだ”と共感するよ

うな写真ぐらいを時々入れてもらったりして、もうちょっと南砺市の構想であ

るというものをイメージできる配慮も、ひとつ製作の過程でしていただければ

味のある、共感の得られるものになると思います。まあ、デザイン処理かもし

れませんけど、目で訴えるということも大事なような気がいたします。」 
 

会長  「貴重なご意見でありますので、ありがとうございました。」 
 

委員  「全体的にはこうしたプランがどうしても抽象的になろうとするのはやむをえな

いことだと思いますが、例えば、現状と課題という中から将来構想を見つめる

ことが一番大きなポイントじゃないかと思います。１０ヵ年なら１０ヵ年とい

う大きな行程の中から、そういったことがどっちかといえば市民の方の関心が

非常に高いんじゃないか。例えば、先般意識調査されました。いわゆる市民ア

ンケートですが、高齢者とか障害者が安心して暮らせるがトップになっており

ます。これはどういったことなのか、もっと大事なことがトップになっても不

思議でないと思ったのですが、こういう福祉の部門がトップになるということ

は、市民の方々の意識がどの方向に来ているのかなと、考えさせられるところ

が私としてはあります。全体のこの方針・事業については概ねこういうパター

ンのものだろうと思っています。各論的には、それぞれプロの職員の方がおら

れますから、いろんな肉付けをしていただく、もっと突っ込んで言えば、私た

ちが分科会を作ってそのいくつかの部門で具体的にやり取りをしていくとすれ

ば、わたしは３０名もいるんですから、やはりそういう出されたものが、いさ

さかなりとも反映できることもあるんじゃないかなということが、気になるこ

とです。やはりこういう集まり、第２回としては、それぞれ市民の方に市の広

報あるいはまた、テレビなんかで放送されます、情報提供されましょうが、や

はり表面的なことしかわからないことが多いと思います。我々は各部門から来

ておりますので、各部門でこういう経過で、こういう動きがあって、こういう

話のやりとりだったぞと、議会は議会で一生懸命にそういうことを煮詰めてい

ただくわけですが、そういう方向の活かされたものが繋がらないことには、た

だ私たちが忙しいなか集まって、ただ話を聞いて、はあ、そうだったかなとい

うことで、終わっては非常に寂しい感じが私はします。何かそういう方法で肉

付け出来るものがあれば、まあ、あと何回か大事な話の場があるかもしれませ

んが、そういうことで突っ込んでいただければありがたいなと思います。」 
 

会長  「女性の意見もお聞かせいただければと思いますが、こんなところが難しい、フ

ォーマットをこうしていただければいいなというご意見があれば、お聞かせい



ただきたいと思います。」 
 

委員  「カラーになれば、また感じも変わると思います。またそういうことによって、

よりわかりやすくなるような気がします。」 
 

委員   「これは１０カ年計画としてあがるわけですから、１０年後にどういう数字にす

るという数字が具体的にあがっていますが、これはいろんな状況で変わってく

る可能性が非常に大きいと思うんです。まあ、実施する段階においては３年く

らいでローテーションをかけながらやっていくということであると思いますが、

その中での数字はいいと思いますが、ここで１０年後の数字を今から決めてお

くと、状況が変わってくれば毎回総合計画を変更しなければならないことにな

ってくるんじゃないかな、という懸念があるわけですけれども、その辺の考え

方がもしあれば聞かせていただきたいと思います。」 
 

会長  「まあ、計画期間がそうしたことも含めて前期後期に丸を付けられたのかなとい

うふうに思いますけど、事務局、お答えいただきたいと思います。」 
 

事務局   「いまほどの数字的なことについてはかなり難しいわけですけれども、その取扱

いについては、これもひとつの政策指標といいますか、行政評価といいますか、

そういう部分では、かつてはただ単に体育館を増やせばそれでいい、今では単

なる施設を増やすよりも、例えば、スポーツ人口は今現在住民の何パーセント

まで来てるか、というような部分の評価もあるわけです。まだいろんな部分で

いろんな指標のとり方があると思いますが、それに近づいているな、まだ遠い

なという部分で、わかりやすい施策の数字、これを見つけていくのも我々の仕

事であると思います。先ほどから質問いただいています１つのスタイルでござ

いますけども、文章もそうですけども、なるべく写真を撮るにしても１０年後

の南砺市を物語っているような、こんなイメージになったらいいなというよう

な部分にも配慮しながら、誰にも見ていただける、一緒に取り組んでいただけ

るというスタイルを決めていきたい。職員がそういう心積もりで取り組んでい

きたいと思っております。」 
 

会長  「いずれにいたしましても、道路網であるとか、福祉の関係、市民交流の関係な

どある程度出てくると、もう少し具体的な話になるのかなと思います。」 
 

委員  「今日いただきました６ページ、現状と課題でございますけれども、先ほどから

問題になっております、南砺市自体の『自然、文化、交流が織りなす創造とや

すらぎの南砺市』大きなキャッチフレーズを持ちながらこの現状と課題につき

ましては、自然についてはまったく現状についてはふれてありませんし、文化、

交流についても明確でないような気がするわけです。例えば立地環境には伝統

工芸や世界遺産等、香り高い歴史や文化といった、それぞれの地域にすばらし

い、大事にしてこれからやっていかなければいけない地域の特性があるはずな

んです。そういったことを盛り込まなければ、キャッチフレーズとリンクしな

いんじゃないか、というふうに思ったことが１つと、今後の課題ですが、課題



はやはり明確にしなければいけないと思いますが、この課題の取り上げ方につ

いても、これでいいのかどうか再検討していただければと思います。おそらく

現状と課題は１つのサンプルとしてお出しになったのだろうと思いますが、か

といって現状と課題をだらだらと書くのも、また問題かと思いますが、もう一

回再吟味していただければいいのではないかなと考えております。」 
 

委員  「基本計画の入力シートですね、これを見ながら非常にいろいろな角度から分析

しながら基本計画を作られるということで、非常にいいアイデアじゃないかな

と思うわけです。目標数値についてでも目標設定の事由が示されているわけで

ありますし、細かなものを文章の中で表すということになると、非常に長たら

しくなって見にくくなるということでございますので、今ご提案になってござ

いますレイアウト、私は非常にわかりやすくていい提案じゃないかなと思うわ

けでございます。その中身は入力シートをしっかりと担当が作ったものをみん

なで検討しながら、基本計画を作られるということだろうと思いますので、ご

提案なさっていらっしゃることはすばらしいことだと思います。」 
 

会長  「全体のものがすべて出ておりませんので、なかなかこの場所でどうこう言われ

ることもできにくいのかなと思いますが、次回までには基本計画の原案のよう

なものが総合的に出てくるというふうに思っておりますので、今日はこんなス

タイルで基本計画を作るよと、作らしていただきたいなということを、一応ご

了解いただいたということで終わらせていただきたいというふうに思いますが

いかがでしょうか。そのほか総合計画の策定委員会の設置規程がでております

が、これについて何か説明が必要なら、説明をいただきたいと思います。」 
 

事務局   「職員はこういう流れの中で進めていっておりますという内部の規定でございま

す。こういう基本構想を受けての基本計画ならびにこれから実施計画という作

業に入っていくわけですけれども、こういった組織の中で我々が動いて仕事を

していくということでございますので、参考ということで出しております。」 
 

会長  「何回も申し上げますが、今日ありましたご意見等を踏まえながら次回には基本

計画の原案のようなものを提示したいということでございますので、そうした

ことでご理解をいただければというように思います。特に今日の協議事項以外

のことで、ご意見があったらしばらくの時間でございますが、お聞き取りいた

だきたいなと思いますがいかがでしょうか。特にないようですが、当局から次

回の予定なり、皆様方にお繋ぎしたいことがあれば、お繋ぎをしておいていた

だきたいなというふうに思います。」 
 

事務局   「いろいろと貴重なご意見ありがとうございました。次回の予定ということでご

ざいますが、本日、基本計画のスタイルについて、こういったイメージでよか

ろうという部分でございますので、今後それを受けまして、このシート作り、

それから案の案でございますが、今日は１枚しかお示ししておりませんがある

程度整った段階で随時お示ししていきたいと、あるいはまた基本構想なり、そ

れからキャッチ等についてでも、またそれらについてもあわせてご検討いただ



くということになるかと思います。７月下旬あたりにまたご案内申し上げたと

きには、よろしくお願いしたいというふうに思うわけでございます。」 
 

会長  「できるだけスムースに将来の方向付けを決めさせていただければありがたい、

というふうに思っておりますので、当局につきましても格別の努力をお願い申

し上げたいというふうに思います。予定の時間になりました。本当にご多用の

中、おそろいでおいでいただきまして、素案の素になるようなものをお出しい

たしました。将来の方向付けはこんな格好で総合計画を立てたいということを

まずベースに、今日はお集まりいただいたと思っておりますので、今後ともい

ろんな方面でまた市政に関わることがたくさんあると思います。ぜひそうした

折にでもまた市政の一端を担ってやっていただいて、そして私達が本当に住ん

でよかったなという都市にするように、 大限のご尽力をお願いいたしまして、

一応、今日の会議をこの辺で閉じさせていただきたいと思います。ご協力どう

もありがとうございました。」 
時：午前１１時４０分 


